
みなさまに支えられて、

法人合併20周年を迎えました

４p…各４団体　９月以降の行事・紹介
５p…夏の理科大実験教室・サマーキャンプ
６p…寄付・まだまだつかえるコーナー・つつが縁　ほか

もくじ

くらしの総合相談所開設のお知らせ
日にち 時　間 場　　　　　所 相談内容 相談方法

人権 行政 一般 福祉 法律 来所 電話
９月12日（木） 10時～12時 安芸太田町地域支援センター 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
10月10日（木） 川 ･ 森 ･ 文化 ･ 交流センター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
働きたい人全力応援ステーション

日にち 場所・時間 相談内容 申　込　先

11月５日（火） 筒賀福祉センター
11時～16時まで 就職・転職相談　他 働きたい人全力応援ステーション

予約優先（TEL：082－502－7911）

相談無料 秘密厳守

あきおおたあきおおた
社協だより

発行日 2024(令和６)年９月５日
発行元 安芸太田町社会福祉協議会
〒731－3702 安芸太田町大字中筒賀2802番地5
電話（0826）32－2226 FAX（0826）32－2048
URL http://www.akiota-shakyo.jp/
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法人合併20周年

（※法律相談は事前予約をお願いします）

ＴＨ20
Anniversary

２p…会長挨拶（法人合併20周年記念にあたり）
３p…令和５年度配分団体活動報告
　　 地域福祉ネットワーク見守り活動　ほか

公式LINE開設!!

お友達追加をお願いします!
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本
会
は
、
来
る
令
和
６
年
10
月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
、
法
人
合
併

20
年
の
節
目
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
安
芸
太
田
町
、
安
芸

太
田
町
自
治
振
興
会
連
絡
協
議
会
、
安
芸
太
田
町
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
な
ど
各
種
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
お
力

添
え
の
賜
物
と
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
こ
の
20
年
で
社
会
環
境
や
社
会
福
祉
を
め
ぐ

る
情
勢
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
特
に
国
は
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
掲
げ
、
よ
り
地
域
福
祉
が
重
要
視
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
本
会

が
果
た
す
べ
き
役
割
が
明
確
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
成
28
年
に
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
社
会
福
祉

法
人
の
「
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
保
」、「
運
営
の
透
明
性
の

確
保
」
及
び
「
財
務
規
律
の
強
化
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
が
義
務
付
け
ら
れ
、
地
域
住
民
か
ら
の

信
頼
を
得
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
会
の
業
務
も
高
齢
者
や
障
が
い
者
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
世

代
を
対
象
に
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
や
資
金
貸
付
（
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
）
な
ど

で
は
障
が
い
の
有
無
や
世
代
に
関
わ
ら
ず
、
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る

方
々
に
対
し
、
権
利
を
擁
護
し
て
い
く
た
め
の
事
業
と
し
て
、
法
人

後
見
（
成
年
後
見
制
度
）
の
受
任
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

町
内
の
全
て
の
福
祉
施
設
・
事
業
者
と
「
安
芸
太
田
町
社
会
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
福
祉
施
設
や
事
業
者
が
送
迎

中
に
地
域
の
見
守
り
活
動
を
行
う
と
同
時
に
、
福
祉
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
周
知
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
で
の
社
会
貢
献
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

本
会
で
は
介
護
保
険
事
業
と
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
あ
り

ま
す
。
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
し
続

け
た
い
と
い
う
声
か
ら
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
を
平
成
22

年
か
ら
戸
河
内
（
安
芸
太
田
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
」）

と
平
成
25
年
か
ら
筒
賀
（
筒
賀
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
運

営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
通
い
や
訪
問
、
泊
ま
り
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
々
の
生
活
状
況
や
要
望
に
柔
軟
に
応

じ
ら
れ
る
事
業
所
と
し
て
、
在
宅
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
法
人
合
併
し
た
後
に
無
認
可
作
業
所
の
法

人
化
の
義
務
化
に
応
じ
て
ク
ロ
ー
バ
ー
タ
ウ
ン
を
新
た
に
法
人
傘
下

に
加
え
、
事
業
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
障
が
い
者
の
就
労

の
機
会
の
提
供
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
障
が
い
者
の
地
域
で
の
暮
ら

し
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
20
年
で
社
会
情
勢
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
な
気

候
の
変
化
も
あ
り
ま
し
た
。
大
規
模
な
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
季

節
を
問
わ
ず
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
自
然
災
害
へ
の
備
え
や
被
災
者
の
生
活
復
興
支
援
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

災
害
の
規
模
に
応
じ
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

町
内
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
被
災
者
の
生
活
再
建

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

本
会
で
は
県
内
市
町
社
協
の
中
で
は
最
も
早
い
平
成
19
年
度
か
ら

町
内
の
各
関
係
機
関
団
体
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
等

に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
ま
た
日
々
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
）
を
今
日
ま
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
全
国
で
発
生
し
た
大
規
模
災
害
の
復
興
支
援
に
職
員
を
派

遣
す
る
な
ど
、
被
災
地
支
援
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

20
年
間
で
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
方
の

多
大
な
る
ご
支
援
の
お
か
げ
に
よ
り
、
乗
り
越
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
住
民
の
皆
様
や
福
祉
専
門
機
関
、
教
育
機
関
な
ど

の
多
く
の
方
々
と
連
携
し
て
、
地
域
福
祉
を
す
す
め
る
輪
を
広
げ
、

協
働
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
、
日
々
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ず
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
　
安
芸
太
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
藤
　
井
　
幸
　
穗

法
人
合
併
20
周
年
記
念
に
あ
た
り



広島県石材工業協同組合加盟店
安芸太田町津浪11－1

☎（0826）23－1084
吉村石材店

墓

石

墓

地

字

彫

移

設

整
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令和５年度赤い羽根共同募金の地域配分
を受けた団体からの活動報告 （毎回掲載）

【NPO法人三段峡―太田川流域研究会】

　　　　　　　　　　　　　三段峡での自然体験を通
　　　　　　　　　　　　して、親子同士の絆を育て、
　　　　　　　　　　　　町内の参加者同士がつなが
　　　　　　　　　　　　るきっかけづくりを目的に
　　　　　　　　　　　　実施。アマゴつかみを体験
　　　　　　　　　　　　する中で、生きた魚を手づ
　　　　　　　　　　　　かみし、さばいて焼いて食
　　　　　　　　　　　　べることで生き物をいただ
　　　　　　　　　　　　
く流れを体感しました。
　また三段峡を歩いてみることで、
崩れやすいところや増水して危ない
ところを確認することができ、歴史
的魅力にふれられる良い機会となり
ました。

【筒賀小学校】
　「地域の自然や文化に親しみ、地域住民との交流活動を通して人を
大切にする心や奉仕の精神を養い、地域と協働して福祉活動を推進す
る」ことを目的とし、校庭の環境整備や、読み聞かせボランティアの
方に紹介していただいた本の展示や貸し出しをするための回転本棚の
購入、また児童の体力向上に努めるため、新たに逆上がり補助器を購
入するなど、教育環境整備を実施しました。

【サロン　スマイルうさ】
　高齢化とともに一人暮らしの生活も増え、さらに認
知症を懸念される人もいる中で、今年度はサロンを通
して会員同士のふれあいの機会を多くするため、自主
活動を多くしました。作業に参加できる会員によって
花壇づくりに力を注ぎ、当番による水やりや気がつい
て草とりをする会員も出てきて見栄えのする花壇とな
りました。昨年紹介していただいたゲーム「モルック」
の魅力にひかれ、モルックの機材を購入して楽しむこ
とができています。活動の中で参加者一人ひとりがお
客さんにならないように、活動の合間に出るつぶやき
など大切にしたものを創っていきたいと思っています。

初めてのアマゴつかみ。じっくり観察

▲ 敬老会　モルックゲーム 花壇　苗の植え付け

回転本棚花の苗植え

親子で三段峡を楽しもう

地域福祉活動事業

▲親に手伝ってもらいなが
　らアマゴをさばく

　町内の社会福祉施設・事業所等と安芸太田町地域福祉ネットワ
ーク協議会を設立しています。地域に開かれた福祉施設をめざし、
町民の皆様と一緒に地域福祉課題を解決していけるよう、まずは
福祉施設事業所が連携強化するものです。この取り組みの第一歩
として、各施設が共通したステッカー
を保有する車両に貼りつけ、見守り活
動と福祉相談先を紹介しています。
　各施設等が連携して、福祉人材の確
保育成を行い、住み慣れた家や地域で
の暮らしを支えていきます！

地域福祉ネットワーク見守り活動 赤い羽根共同募金支援バザー

開催のお知らせ
　11月10日（日）に開催される“つつがふ
るさとまつり”でバザーを行います。ご家
庭に眠っている未使用の物（食料品を除く）
がありましたら、バザー物品としてご提供
ください。バザーの売上金は、赤い羽根共
同募金に寄附し、来年度の町内での福祉活
動の財源として活用します。
　物品の受け入れ先は、筒賀福祉センター
です。ご協力をよろしくお願いします。



加計店
☎ （0826）22－1313
（0826）22－2206

自宅・寺院・集会所・広島市西風館

北広島葬祭安芸太田店
安芸太田町上殿170－1

☎（0826）28ー 1999
各病院等～御遺体搬送24時間受付

第188号 令和６年 ９月号 あきおおた 社協だより ④

★シニア健康大学　講師／恵谷　裕三さん　　出前講座　2 会場で開催します！
　・第１回／９月16日（月）　午前10時から　宇佐会館
　・第２回／10月10日（木）　午後１時から　長原集会所（予定）
　　　各開催に関する周知・案内はぞれぞれの地域担当がおこないます。
　　　該当地域の皆さん、多数のご参加をお待ちしております。
★視察研修旅行について　10月21日（月）　実施予定　場所等詳細は別途案内します。
★第37回　GG大会開催予定　10月１日（火）　深入山グリーンシャワー　※10月２日　予備日
★県老連　第８回理事長杯グラウンド・ゴルフ大会
　10月24日（木）　参加予定（１チーム）　会場　三原市北方グラウンド・ゴルフ場
★県老連　第41回県老人クラブゲートボール大会　11月14日（木）　参加予定（１チーム）

シニアクラブ連合会

各 団 体　９月以降の行事 ・ 紹介
【問い合わせ先】　町社協内４団体事務局まで　　☎32ー2226

■最高齢者賞　男性　森脇　智さん（95歳）　　　女性　佐々木美恵子さん（93歳）

　８月１日（木）川・森・文化・交流センターやまびこホールにおいて、総勢48人（20単位クラブ中、８単
位クラブと個人会員）で楽しい時間を過ごしました。結果は、次のとおりです。

●団体　優　勝　平 見 谷 百 寿 会（104点）
　　　　準優勝　香 南 天 寿 会（100点）
　　　　第３位　安 芸 太 田 Ａ　（94点）
　　　　第４位　安 芸 太 田 Ｅ　（82点）　
　　　　第５位　北 部 寿 光 会　（80点）
　　　　第６位　殿賀シニアクラブ　（78点）

●個人　優　勝　斉藤たえ子さん（40点）
　　　　準優勝　斉藤　俊法さん（39点）
            第３位　東　　房子さん（36点）
　　　　第４位　栗栖吉三郎さん（32点）※高番号
　　　　第５位　佐々木　洋さん（32点）
　　　　第６位　中島真利子さん（31点）

会場は、冷房完備で暑さ対策し、よい環境のなか競技を行いました。

★８月６日（火）平和記念式典参列
　　今年度から、会員だけでなく町民の皆様へも
　参加を呼びかけました。
　　当会の会員加入資格についても、本年度総会
　にて広く会の主旨に賛同される方も可能とさせ
　ていただきました。

原爆被害者の会

第20回輪投げ大会を行いました!!

（高番号）※同点の場合、得点の高い棒に入った方を上位。

★後期学習会を計画（10月～11月）　期日等詳細は後日案内します。



庭園に関する設計企画から施工、アフター
フォローまで御任せください！

造園・外構工事

松 岡 造 園
安芸太田町上筒賀640－2

TEL（0826）32－2022

第188号令和６年 ９月号あきおおた 社協だより⑤

身体障害者福祉協会
★８月19日（月）
　理事会にて組織再編整理が終了
　　安芸太田町遺族会は会員総数42名で活動
　することとなりました。
　　今後の進め方は、全員集会を開催し新年
　度にむけての取り組み等を協議し進めてい
　きます。
　　会員方には開催案内を送付します。
★秋季例大祭団参拝募集について
　10月20日（日）　場所　広島護国神社
　　団体参拝募集は、９月中旬頃行います。

遺族会

今年も大盛況！夏の理科大実験教室　

　　　　　　　　　　　　　町子ども会連合会との共催で、８月９日（金）安芸太田町地域支援センター１
　　　　　　　　　　　　階交流フロアで、理科実験教室を開催。当日は小中学生21人の参加があり、食品
　　　　　　　　　　　　を使っての実験を行いました。加計小学校にお勤めの金田順史先生に講師を務め
　　　　　　　　　　　　ていただきました。
　　　　　　　　　　　　　焼きそばと紫キャベツを一緒に炒めると、焼きそばの麺の色が変化する実験や
　　　　　　　　　　　　カラフルなイクラをつくるなど、科学変化を体感しました。麺の色の変化に驚き、
　　　　　　　　　　　　その理由を知って、夏休みの化学研究につなげたいと
いう子どももいました。
　この行事には、安芸太田中学校の生徒３人と広島文教大学教育学部の学生２人
がボランティアスタッフとして子どもたちをサポートしてくれました。その甲斐
あって誰も怪我することなく実験を行うことが出来ました。
　来年はどんな驚きの実験ができるか、ご期待ください！次回もたくさんの小学
生の参加と中学生大学生のボランティアを待っています！

　認定ＮＰＯ法人ひゅーるぽん主催のサマーキャンプが８月２日～３日の１泊２日で修道せせらぎ文
化センターを拠点に今年も開催されました！このキャンプに、地元の高校生と大学生がボランティア
として参加してくれました。ボランティアスタッフとして参加し
た方たちは小学生時代にキャンプに参加していました。
　楽しかったキャンプの思い出と当時キャンプをサポートする高
校生や大学生ボランティアの姿を見て、自分たちも活動支援した
いと思っていたようです。ボランティアスタッフの活躍もあり、
２日間のキャンプを無事に終えることができました。
　ありがとうございました！

町内の高校生と大学生がボランティア！

★ふるさと探訪
　加計区域　10月開催準備中（10月28・29・30日で調整）
　　期日等詳細が決定次第、募集します。
★第62回県身体障害者福祉大会へ参加
　９月６日（金）　会場　さんわ総合センター（神石高原町）
　　※役員中心で参加します。
★町身体障害者福祉協会と原爆被害者の会　合同日帰り
　研修旅行について
　　今年度も３月上旬頃を予定。
　　行先等へのご希望がありましたら
　各役員・事務局へご連絡ください。

～焼きそばの麺がみどり色に変わった！？～




